
冷媒ガス漏れ試験

１．閉鎖弁のサービスポートキャップを外し、右図のようにゲージマニホールドを
接続します。V1・V2・V3を開き窒素ガスで加圧します。
・閉鎖弁は閉じたまま、必ず液管、ガス管両方に加圧してください。
・漏れ試験圧力は3.8＋0.1　 0MPa（リニューアル対応機の場合：3.3

＋0.1
　 0MPa）

で行ってください。
２．加圧は一度に規定圧までしないで、徐 に々行ってください。
（ア）0.5MPaまで加圧したところで、加圧を止めて5分間以上放置し、圧力

の低下のないことを確認してください。
（イ）次に1.5MPaまで加圧し、再び５分間以上そのまま放置し、圧力の低下

のないことを確認してください。
（ウ）その後、規定圧力（3.8MPa、リニューアル対応機の場合：3.3＋0.1　0 MPa）

まで昇圧し、周囲温度と圧力をメモしてください。
（エ）規定圧力にて約1日間放置し、圧力が低下していなければ合格です。

この際、周囲温度が1℃変化すると圧力が約0.01MPa変化しますので、
放置前後の温度変化を考慮し、漏れの有無の判断を行ってください。

（オ）（ア）～（エ）の確認で圧力低下が認められたものには漏れがあります。
溶接箇所、フレア部などに発泡試験液などを用いて漏れ箇所を発見し
補修してください。補修後は再度気密試験を実施してください。

●気密試験時に守らなければならない項目
　１．気密試験時に機器を運転しないでください。
　２．加圧ガスには、フロン類、酸素および可燃性ガスなどは絶対に使用しないでください。
　３．機器側の閉鎖弁は閉じたままとし、配管施工部以外に加圧しないように注意してください。
　４．必ず液管、ガス管の両方に加圧し、気密試験を実施してください。
●気密試験の留意点
　１．ロウ付け後、配管温度が下がらないうちに加圧すると、冷却後に減圧するので注意してください。
　２．容器内の気体の圧力は絶対温度に比例するため、外気温度による圧力変動に注意してください。
　　　（例）「測定時絶対圧力」＝「加圧時絶対圧力」×［（273＋測定時温度（℃））/（273＋加圧時温度（℃））］

冷媒配管工事終了後は、必ず気密試験を行い冷媒ガス漏れがないことを確認する。

• 万一冷媒が漏洩して限界濃度を超えると酸欠事故の原因になります。

警　告！

必ず指示通り
行ってください

死亡または重傷になるおそれがあります。
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（注1）文字板の大きさは、75ｍｍ以上のものを使用する。
最高目盛は、試験圧力の1.25倍以上２倍以下のものを使用する。

分岐管

ロウ付け部ロウ付け部

施工の際には、室外ユニットに付属の施工説明書を参照のうえ施工してください。

冷房運転

リモコンの温度設定範囲
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冷房使用可能範囲

システムの運転可能範囲とは
多少異なります。 冷　房

暖　房

上　限
35℃
30℃

下　限
20℃
15℃

（注1）標準機の使用温度範囲でも、外気温度が0℃以下になるおそれがある場合、ドレンヒーターキット（別売品）が必要です。
●GHPエグゼアⅢの場合、外気温度50℃の環境下でも冷房運転の継続が可能です。
●機器に使用温度範囲外（特に高外気温度）でご使用になられますと、機器故障の原因になることや保護回路が働き運転しない場合があります。
●年間を通して冷房で使用する場合は、臭気低減仕様を選定してください。ガス種がい号プロパンの場合は、臭気対応キットを取り付けてください。

●リモコンの設定温度は室内ユニットの温調制御をするための温度であり、室温が設定
温度になることを保証するものではありません。
●床置ダクト形のスポット省エネモードおよび外気処理モード時、外気処理エアコン天井
埋込ダクト形、外気処理エアコン壁ビルトイン形の場合は、上表の温度設定範囲とは異
なります。
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冷媒ガス漏れ試験・真空引きGHPエグゼアⅢ・GHPエグゼアⅡ・小型シリーズ施工概要

使用可能温度範囲GHPエグゼアⅢ・GHPエグゼアⅡ・小型シリーズ施工概要

施工の際には、室外ユニットに付属の施工説明書を参照のうえ施工してください。

ゲージマニホールド

チャージングホース

チャージングシリンダ
冷媒充填ハカリ
ガス漏れ検知器
真空ポンプ
逆流防止付き
真空ポンプ

フレアツール

ベンダー
冷媒回収機

冷凍機油

トルクレンチ

パイプカッター

冷媒ボンベ

チャージ口・パッキン
溶接機・窒素ボンベ

真空引き・冷媒充填
および運転チェック

冷媒充填
冷媒充填
ガス漏れチェック
真空乾燥

真空乾燥

配管のフレア加工

配管の曲げ加工
冷媒の回収

フレア部へ塗布

フレアナットの
締め付け
配管の切断

冷媒充填

冷媒充填
配管の溶接

◎R22専用

◎R22専用

◎R22専用
◎R22専用

◎R22専用
◎機器メーカー
指定の冷凍機油

◎R22専用
識別：冷媒名記載

◎R22専用

◎R407C専用

◎R407C専用

◎R407C専用
◎機器メーカー
指定の冷凍機油

◎R407C専用
識別：冷媒名記載
ボンベ上部茶色帯
◎R407C専用

△R134a・R407C・R410Aと共用（HFC用）
逆流防止アダプターを取付ければ使用可

使用不可（冷媒充填ハカリによること）
△R22・R407C・R410A共用

△R22・R407C・R410A共用

△R22・R407C・R410A共用

△R22・R407C・R410A共用

△R22・R407C・R410A共用

◎R410A専用

◎R410A専用

◎R410A専用
（△R22・R407C共用品にアダ
　プターを取付ければ使用可）

◎R410A専用
◎機器メーカー
指定の冷凍機油

◎R410A専用（1/2・5/8）
（△R22・R407Cと共用もあり）

◎R410A専用
識別：冷媒名記載
ボンベ上部ピンク色帯
◎R410A専用

△R22・R407C共用
　

△R22・R407C共用

使用する機器 用途 R22 R407C R410A
R22・R407C・R410Aの使用工具・機材一覧 説明記号　◎：専用として使い分けが必要　△：工具を流用可

＊1：逆流防止なしの真空ポンプを使用すると、真空ポンプ内の潤滑油（鉱物油）が逆流し、合成油と混合してコンタミの原因になります。
＊2：R410Aは他の冷媒に比べ圧力が高くなるため、フレア形状が変わります。詳しくは、室外ユニットに付属の施工説明書をご参照ください。

出典：（社）日本冷凍空調工業会「R410A冷媒配管施工要領」

＊1

＊2

冷媒配管工事
●配管工事中は、水分・ゴミ・埃の侵入を防止するため管端部
をキャップやテーピングによりシールしてください。
●ロウ付作業は、酸化皮膜の生成防止のため、窒素ガスを流しな
がら行ってください。窒素ガスを流さずロウ付けすると酸化皮
膜が発生し、機器故障の原因になることがあります。
●配管ロウ付作業で、窒素ガスを流すときは空気の流入を防ぐ
ため、上流側管端部に詰物をしてください。
●冷媒配管内は、異物・水分の除去のため、窒素ガスにより十
分フラッシングを行ってください。
●パイプを切断する場合には必ずパイプカッターを使用してく
ださい。
●切断した切り口の内側にはバリがでていますので、フレア加
工する前には必ずバリを取り除いてください。
●冷媒配管は、サービススペースを妨げないよう配管してくだ
さい。
●市販の酸化皮膜剤（酸化防止剤）は冷媒や冷凍機油に悪影響
を与えるので使用しないでください。

配管気密試験・真空引き
●冷媒R410Aは、漏れが発生すると機器内の冷媒組成が変化す
るおそれがあります。
　冷媒が漏れると回収・再充填が必要（追加補充は不可）にな
りますので、必ず気密試験を行ってください。
●冷媒R410A仕様では、従来の冷媒に比べて特に水分に対する
影響が大きいので機器故障防止のため十分に真空引き
（乾燥）を行ってください。
●異種油の混入を避けるために、冷媒の種類により工具等を使
い分けてください。特にゲージマニホールド、チャージホー
スは絶対に他冷媒（R22、R407C等）と共用しないでくだ
さい。
●真空ポンプ油が冷凍システム内に混入しないように、逆流防
止アダプターをご使用ください。

冷媒の補充
●冷媒は気相から充填すると、組成が変化し、性能低下・故障
の原因になります。

　必ずボンベの「液相」から充填してください。

冷媒配管内の洗浄について
●洗浄には不燃性、非毒性の洗浄液を使用してください。可燃
性の洗浄液を使用しますと、爆発、火災の原因となります。

●密閉した場所での作業は酸欠のおそれがありますので、十分
な換気をしながら実施してください。また、洗浄液は火気に
触れる等高温状態となりますと、有毒ガスが発生する原因に
なります。

●洗浄液は、洗浄後に必ず回収してください。フロン類をみだ
りに大気中に放出することは法律により禁じられています。

　「フロン回収・破壊法」に基づき処理してください。
●R410Aのフレア加工寸法は、R407Cとは異なります。詳細は施
工説明書を参照してください。

その他
●冷凍機油は、空気にさらされると吸湿します。
　サービス対応等で冷凍機油の充填が必要な場合、次の事項に
注意してください。
・充填作業はできるだけ短時間で実施してください。
・開栓は、ご使用の直前にしてください。
・ご使用後の残油は、廃棄してください。
・充填作業途中で一時保管するときは、補給缶のフタを固く
締めてください。

冷媒R410A仕様室外ユニットの施工に関する注意事項GHPエグゼアⅢ・GHPエグゼアⅡ・小型シリーズ施工概要
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